研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　　　　　　　　　職　種　　　　　　　　氏　名

	期　　間　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的

	出 張 先

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　アクティビティインストラクター資格認定セミナー
［初級編］介護予防・要介護者のQOLを高める
　　　　　アクティビティ・ケアの基礎知識と実践的なスキルを学ぶ
【考察】
　現在、日本の65歳以上の高齢者の総人口に占める割合は、30％に迫る勢いである。高齢者が徐々に増えていく日本の社会において、いかに高齢者が心身ともに健康で過ごしていけるかということは、当人達だけでなく日本社会全体においても大きな課題であると言える。今回の講習会で、高齢者のQOLを高め、ADLを維持するためにアクティビティ・ケアが重要な役割を果たすという事を学ぶ事が出来た。特に印象に残ったことは、高齢者福祉において重視しがちな「ADL能力のアップ」が決して「QOLのアップ」には繋がらないという事である。人が生活していく上でADL動作は必要最低限の活動である。その中に喜びや楽しみを見出すというのは、美味しいごはんを食べたり、温泉に入ったりする時くらいなものだろう。しかしそれにも「誰と」「どこで」「どんな」といった活動そのものだけに留まらない側面がある。さらに、私たちはIADL動作ともいわれる遊び・趣味・自然とのふれあい・仕事の中に我々は喜びや楽しみを見出している。高齢者も同じである。つまり高齢者もADL能力の向上だけが喜びや楽しみになるわけでは無いということだ。ただ、その人が必要最低限の生活さえ送ることが出来れば良いという考えではなく、どのようにしたら利用者様の生活や残りの人生が輝くか…そこまで少し想像を膨らませて、アクティビティやコミュニケーションを通じて利用者様と関わることが大切だと感じた。またあおぞらクリニックデイケアでは、軽度認知症患者様が多く通所されており「楽しみながらの参加」をモットーに活動しているが、まさにアクティビティケアの活躍の出番である。これからのプログラム展開に活用していきたい。
【要旨】
■高齢者福祉総論
ノーベル平和賞受賞のアナン元国連事務総長は「お年寄りが亡くなるということはその街から図書館が一つ無くなるということに等しい」と語り、永六輔は「お年寄りはユーモアの天才だ」と語っている。また、沖縄県ではお年寄りを宝と考えておりカジマヤーと言い97歳をお祝いするため街を挙げてパレードを開く文化が有るという。高齢者は「図書館」であり「天才」であり「宝」である。そういった図書館や天才や宝を普段、私たち福祉職員はダメにしてしまっていないか？高齢者があるべき姿でいることが出来るよう支援する必要が有り、その手段の一つとしてアクティビティケアが有る。「心が動けば身体が動く」の理念のもと、明日への希望・生きる希望を作り出していこう。
≪第1章　アクティビティ・ケアの基礎理論≫
　高齢者のQOLを高め、ADLを維持することは、人生のフィナーレを輝かせるために大切である。特に介護予防が必要な方や、要介護の高齢者、障がい者に人生を楽しんでいただくためには、身体の栄養だけでなく心の栄養も必要である。
　そして、その支援のためには、手工芸や音楽などの芸術文化活動や、体操やゲームも交えた遊び文化活動、さらには花見や散歩などの気晴らし・外出活動などの各種アクティビティを、一人ひとりの人生歴や生活文化も大切にしながら、コミュニケーションスキルと計画に基づいて実践する「アクティビティ・ケア」が重要な役割を果たす。
〇ポイント
私たちが日々幸せに感じることというのは、実は日常生活の中の些細なこと。特別な事をしなくても、生活にちょっとした工夫をプラスすることで人は幸せを感じられる。
〇ポイント
アクティビティを行う上で重要なことは①暮らしに合わせること②生活に溶け込ませること③出番を作ること(相手の得意技を見抜くこと)④出来ることを見つけ出すことが重要であり、「心が動けば身体が動く」ため心が揺さぶられるような要素を盛り込むことが必要。
■高齢者に必要な２つの栄養
身体の栄養
生活する上で必要不可欠な栄養⇒専門知識
食事・トイレ・入浴・医療など
計画・実行する人⇒介護福祉士、医師、看護師、作業療法士、理学療法士
　　　　　　　　　言語聴覚士、管理栄養士　などの専門職
心の栄養
生活や人生に潤いを与える栄養⇒アクティビティ・ケア
芸術・遊び・体操・外出・自然・園芸・仕事・美容・動物・社会的つながり　など
計画・実行する人…アクティビティインストラクター、アクティビティディレクター
↓
専門知識とアクティビティ・ケアの視点を持ち、対象者に合わせたケアを行うことでQOLの向上とADLの維持を目指す。
■レクリエーションとアクティビティ・ケア
「レクリエーション」というとゲームや体操などの活動を思い浮かべる人も多い。しかし本来は、繰り返すという意味の「Re」と、創造するという意味の「creation」が一つになった言葉であり、「再創造する」「創造を繰り返す」といった意味の言葉である。
　私たちは下記のように、「レクリエーション」を考え方、「アクティビティ・ケア」を生活を再創造するための手法ととらえている。
レクリエーション
創造性豊かな暮らしで、生きる喜びを感じ、幸せを享受するという考え方
アクティビティ・ケア
芸術活動や遊び活動、さらには生活文化の諸種の活動を通じて高齢者の心に栄養を与え、その人らしい生き方を支え、生活を活性化させるケアの手法
■アクティビティ・ケアの基礎能力
コミュニケーションを大切にする
・あいさつ＋１５秒
・会話を育てる
プラスの専門家になる
・病気や障がいを把握しつつも、それにとらわれすぎない
・気づいたことは記録して共有する。
≪第２章　アクティビティ・ツールの活用≫
■アクティビティ・トイ
高齢者アクティビティ開発センターでは、高齢者施設におけるアクティビティ活動の支援材の一つとして、おもちゃを「アクティビティ・トイ」と位置付け、高齢者福祉施設等での実践研究調査を行っている。
　「アクティビティ・トイ」とは、大人のワクワクドキドキする楽しい気持ちを誘い、身体・頭・心を心地よく刺激する生活道具の一つである。また作業療法の視点から見ても、手・足の運動機能のみならず、認知機能や五感の刺激、コミュニケーションの活発化など、高齢者のさまざまな状態に合わせてルールを考えたり、バリエーションを考えて取り入れる必要がある。
■アクティビティ・トイ活用の３つの効果と７つのポイント
効果１…「運動的な効果」
・手の運動
　肩や肘、肩甲骨などの関節を動かし、目標物に手を届かせる運動を促す
・指の運動
　指先で物をつまむ、はさむなど指１本１本の細かい動きを促す
・足の運動
　腿や膝、足首などの関節の運動を促すほか、体重を支え、姿勢保持を目指す
効果２…「心理的・脳活性化効果」
・感性
　きれいなものを見る、良い音を聞く、気持ちの良いものを触るなど五感を活性化する
・認知・回想
　記憶や言語などの認知の機能や認知構成能力を豊かにする
・癒し
　かわいい、安心できる、守りたいという気持ちを引き出し、認知症の方の不安を和らげる
効果３…「コミュニケーション効果」
・交流
　一緒に遊び、ドキドキ・ワクワクするような楽しい体験を共有することで、利用者同士やスタッフとの心の距離を縮めるほか、子供や初対面の人との交流も促す
■その人らしさを輝かせる自己実現のための6大ケア
　長い間高齢者介護の中心と考えられてきた「食事」「排泄」「入浴」といった「三大介護」だけで、QOLの向上を目指すのは容易なことではない。
　しかし広い意味での「遊び」や「自然」とのふれあい、社会参加にもつながる「仕事」などの「アクティビティ・ケア」を少し生活にプラスするだけで、高齢者一人ひとりがその人らしく輝くことにつながる。そして、そうした輝ける瞬間を持つことは、要介護であっても、認知症ですぐに忘れてしまったとしても、人が人間として生きていくためには欠かせない「心の栄養」である。
食事・トイレ・入浴⇒三大介護
遊び　芸術、手工芸、スポーツ、音楽、絵画、陶芸、散歩、カラオケ、体操など
自然　園芸、お花見、動物とのふれあいなど
仕事　調理、清掃、畑仕事、買い物、軽作業など
≪実践発表≫
【考察】
アクティビティが高齢者と地域の人々とのつながりを作るきっかけとなったり、生きがいとなったりする。実践発表の中では具体的な事例を通じて学ぶ事が出来た。我々は普段現場で利用者様にアクティビティを提供するにあたって、利用者様の心身機能の評価及び生活歴などの情報取集をもとに、目的のあるアクティビティを提供することが出来ているだろうか？多職種で連携をしながら、出来るだけ利用者様の強みを活かしたアクティビティを提供出来るよう工夫していきたいと感じた。また、アクティビティを行うことによって、参加する意欲を生み出しやすいような環境を作っていくことも必要だと感じた。 
≪実践発表１　アクティビティで拓く！地域と高齢者のつながり≫
　原田和巳（株式会社リフシア　健康予防事務担当　理学療法士・アクティビティディレクター・おもちゃインストラクター）
【要旨】
［はじめに］
　「あのひとが元気になるにはどうすればいいんだろう？」
　元気になるきっかけは人それぞれ違い、おしゃべりや体操を通して「不安」や「痛み」が
軽くなる人もいれば、やりたいことを通して「信頼」や「仲間意識」を築くことで元気にな
る人もいる。今回『その人の強みを活かすアクティビティ』を考え、地域に飛び出したこ
とで元気になっていったおじいちゃん、おばあちゃんの姿を紹介する。
［目的・方法］
1 庭仕事で信頼関係を築き、イライラがなくなった元植木職人のおじいちゃん
2 地域の人から刃物研ぎを通して、人生を語って教えてくれた元大工のおじいちゃん
3 大腿骨頚部骨折後、誕生日プレゼントの買い物がきっかけで歩き始めたおばあちゃん
［特に工夫したこと、配慮したこと］
・本人の強みを活かすアクティビティを専門職として全力サポート
・本人の強みを活かすアクティビティの目標は信頼関係を築くこと
［まとめ］
　人は自分の強みを活かすことができる「場」と「人」があることで元気になっていく。そして、そんな「場」と「人」が「居場所」や「仲間」へと変化したとき、信頼関係が築け、安心した生活を送ることができる。
≪実践発表２　利用者の生きがいを支えるアクティビティ・ケアの構築≫
　北田博義（株式会社十人十色　デイサービス心笑　代表）
【要旨】
［はじめに］
「当施設のデイサービスを利用されている方々には生きがいを持っていただけるような
活動内容を提供したい」
コンセプトとしてはよく耳にする内容だが、その実現には高い壁がある。お一人お一人の生きがい作りをお手伝いするためには職員の仕事量は膨大なものとなる。また、「生きがい作り」と一言に言っても、そのとらえ方は施設によって、また利用者様一人ひとりによって様々である。当施設はその手段として、手芸、陶芸、ヨガ等、曜日によったアクティビティを提供することを試みた。
［アクティビティを用いたことでの利点］
・利用者さんがデイに来るのを楽しみにするようになった。（スタッフを先生と呼びここにくることで何かを作ろう、学ぼうとする生きがい作り）
・一般的に「デイサービスへ行く」ことにネガティブなイメージを持つ方もいらっしゃるが、利用決定する際にご利用者様自身が来たい曜日を選んで来ていただけることで、「無理やり来させられた」等ネガティブな要素が少なくなった
・手先を使う、身体を動かす等精神的・身体的な面においても効果があった
［アクティビティを用いたことでの欠点］
スタッフの業務が大幅に増えたため、時間とともに不満が続出した。その問題を放置することは、利用者様へのお手伝い、体調、精神的変化への気づき、会話からの情報収集等、介護職員の根本となるべき仕事が疎かになってしまう恐れがあり、早急に対策を練らなければいけない事案である。
［事案解決方法］
スタッフのアクティビティへの負担を減らすため、カルチャー教室の講師、地域のボランティアの方達のお力を借り、問題を解決することができた。また、問題を解決したことで、プログラムの内容は充実し、利用者様の取り組み方をこれまで以上に深めることができた。
［まとめ］
　アクティビティを用いたデイサービスの提供は、利用者様の笑顔だけではなく目標を持ち、気持ちが前向きになるなど利用者様にとってプラスの効果を引き出してくれる。しかし今は楽しく参加していただいていても、利用者様の認知症が進行する、病気や怪我により手足が不自由になる、提供するプログラムに飽きてしまう等様々な変化が現れる。その変化に常に対応できる施設でなければアクティビティを主とするデイサービスの継続は難しいといえる。
≪分科会≫
【考察】
　分科会での発表では、アクティビティ・トイや音楽アクティビティを実施するポイントについて学ぶ事が出来た。その中でも、アクティビティ専門介護スタッフ・レクトレーナーが作業療法士と情報交換をしながら、一人一人に必要な活動を「楽しみながら」提供できるよう、活動を進めているというお話があった。作業療法士が利用者様の心身機能を評価し、問題点の抽出、目標設定をし多職種と情報を共有しつつアクティビティを実施していけるということは、集団の力や場の力も相まって利用者様に良い影響を与えていくことが出来る。作業療法士の専門性と介護スタッフの専門性を活かし、チームで利用者様と向き合える環境作りをする必要があると感じた。
≪分科会１－A　笑顔と意欲を引き出す！アクティビティ・トイ実践≫
原田和巳（株式会社リフシア　健康予防事務担当　理学療法士・アクティビティディレクター・おもちゃインストラクター）
【要旨】
　多くの高齢者に「元気な人ってどんな人ですか？」と聞くと、多くの人が「よく笑う人」「よく食べる人」「外出する人」「よく喋る人」などの答えが返ってくる。アクティビティ・トイで遊ぶ高齢者の皆さんは、協力してゴールを目指し、負けないように工夫し、人の行動にも一喜一憂し、大歓声を挙げて本当に元気に遊んでいる。このように本人の心のままに体や脳、そして表情を動かすことができるのはアクティビティ・トイの最大のポイントといえる。
高齢者を元気にするアクティビティ・トイのポイント
1 勝敗が分かりやすい（多い少ない、崩れたら負けなど見た目で分かりやすいもの）
2 ルールが簡単（子供とお年寄りが一緒に楽しめる難易度のもの）
3 緊張感がある（スピードやバランスを必要としドキドキ・ハラハラするもの）
4 達成感が得られる（協力してゴールまで目指すようなもの）
5 大人数でも楽しめる（チーム制にするなど工夫して全員でワクワクできるもの）
※自分の順番ではなくても、見ていて一緒にワクワクできるもの
⑥ゲーム時間は15分程度（短いゲーム時間でワクワク・ドキドキが持続できるもの）
アクティビティ・トイは初めての人でも認知症や車いすの人でも周りからアドバイスや応援を受けながら楽しむことができる。そして、楽しさは「また次も」という意欲を引き出してくれる。
≪分科会２－C　音楽アクティビティで　楽しく脳トレ！≫
　下天摩玲奈（介護老人保健施設平成の家　本部プランナー、音楽療法士、アクティビティインストラクター）
【要旨】
［アクティビティケアの中での音楽活動］
　平成の家では、「心の栄養補給」を目的にアクティビティケアを導入。アクティビティ専門介護スタッフ・レクトレーナーが作業療法士と情報交換をしながら、一人一人に必要な活動を「楽しみながら」提供できるよう、活動を進めている。今日はその中から「音楽活動」にスポットを当てて楽しく音楽活動をするコツを紹介する。
［楽しい！を生み出すために］
1 誰のための活動か？
2 活動の目的は？
3 対象者の「今」をどれだけ知っている？（身体機能・認知機能）
4 対象者と提供者の関係
［音楽アクティビティを実施するポイント］
1 計画の立て方（対象者の現状を把握し、目的・プログラム・テーマの設定を行う）
2 環境設定
3 音の高さ、テンポ
4 会話のスピード
5 小物の活用
6 使う楽器の選択方法
7 音楽コンテンツと目的
8 スタッフのかかわり方
C.E.O.
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